
日
か
ら
強
い
冬
型
の

12
気
圧
配
置
の
影
響
で
大
雪

と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。鶴

岡
市
の
平
成

年
度

28

除
雪
計
画
で
は
、
市
道
延

長
１
５
１
５
・
７
㎞
の
う

ち
、
道
路
除
雪
３
１
０
３

路
線
１
１
３
３
・
０
㎞
、

歩
道
除
雪
１
４
２
路
線
１

０
２
・
６
㎞
を
計
画
路
線

と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
対
比
で
は
、
道

路
で
本
所
地
域
５
、
櫛
引

地
域
５
、
温
海
地
域
２
の

計

路
線
３
・
２
㎞
、
歩

12
道
で
は
本
所
地
域
１
路
線

０
・
８
㎞
が
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

雪
害
で
お
困
り
の
方
は

共
産
党
市
議
団
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
（
電

・
３
３

22

１
３
日
本
共
産
党
鶴
岡
地

区
委
員
会
）

雪
害
も
雑
損
控
除
の

対
象
、
確
定
申
告
で
税

金
が
安
く

大
雪
で
家
財
等
に
損
害

を
受
け
た
と
き
は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
雑
損
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
を
選

択
し
て
適
用
し
ま
す
。

①
損
失
額
―
総
所
得
金
額

の

％
10

②
災
害
関
連
支
出
―
５
万

円
損
失
額
は
、
家
屋
損
壊

の
場
合
、
一
部
損
壊
な
ら

時
価
の
５
％
、
半
壊
は
50

％
、
全
壊
・
倒
壊
は
１
０

０
％
に
な
り
ま
す
。

災
害
関
連
支
出
は
、
家

屋
損
壊
な
ど
の
修
繕
費
の

ほ
か
、
除
雪
・
雪
下
ろ
し

の
費
用
も
対
象
と
な
り
ま

す
。雑

損
控
除
の
適
用
に
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
す
れ
ば
所
得
税
・
住

民
税
・
国
保
税
・
介
護
保

険
料
・
保
育
料
な
ど
が
安

く
な
り
ま
す
。
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就
学
援
助
改
善
の
答
弁
を
得
る

携
し
て
制
度
の
適
用
範
囲
や
周
知
方
法

等
の
改
善
を
図
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

教
育
長
は
、
「
よ
り
幅
広
く
、
丁
寧

に
周
知
し
て
頂
く
必
要
が
あ
る
」
「
今

後
、
入
学
時
及
び
進
級
時
に･･

書
類
の

配
布
、
保
護
者
向
け
説
明
会
の
開
催
あ

る
い
は
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉

・
子
育
て
の
部
署
と
連
携
す
る
な
ど
市

町
村
に
お
い
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る

よ
う
指
導
」
等
答
弁
し
ま
し
た
。

県
議
会
の
会
議
録
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
平
成

４
年
以
降
、
就
学
援
助
制
度
改
善
の
答

弁
が
示
さ
れ
た
の
は
初
め
て
に
な
る
よ

う
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

昨
年

月
の
予
算
特
別
委
員
会
で
就

12

学
援
助
制
度
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
「
経
済
的
理
由
に

よ
っ
て
就
学
困
難
な
児
童
及
び
生
徒
に

･･

学
用
品
を
給
与
す
る
」
制
度
で
、
生

活
保
護
基
準
に
該
当
す
る
要
保
護
と
、

市
町
村
が
基
準
を
定
め
る
準
要
保
護
が

あ
り
ま
す
が
、
義
務
教
育
無
償
の
理
念

に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
も
重
要
な
制
度
で
す
。

私
は
、
本
県
の
制
度
該
当
児
童
・
生

徒
の
割
合
が
全
国
で
低
い
方
か
ら
６
番

目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
制
度
運
用
の

あ
り
方
に
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と

等
、
種
々
資
料
を
示
し
、
市
町
村
と
連

鶴
岡
市
で
は
「
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
案
）
」
及
び
、
「
市
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）
」

を
策
定
し
、
市
民
か
ら
の

意
見
公
募
を
踏
ま
え
年
度

末
に
決
定
す
る
考
え
で

す
。

市
は
「
施
設
集
約
化
・

廃
止
で
更
新
費
削
減
」

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
は
、
人
口
減
少
や
自

治
体
の
財
政
悪
化
、
施
設

老
朽
化
な
ど
を
要
因
に
、

総
務
省
が
平
成

年
度
末

28

ま
で
計
画
策
定
を
終
え
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

市
の
計
画
案
で
は
、
仮

に
現
在
の
施
設
を
す
べ
て

保
有
し
続
け
た
場
合
に
、

今
後

年
間
で
約
６
８
０

40

０
億
３
千
万
円
（
１
年
あ

た
り
１
７
０
億
円
）
が
必

要
と
な
り
、
こ
の
金
額
は

過
去
５
年
間
の
投
資
額
平

均
１
０
３
億
６
千
万
円
の

１
・

倍
に
な
る
こ
と
。

64
そ
の
た
め
施
設
の
複
合

化
や
集
約
化
、
廃
止
等
で

更
新
費
用
削
減
を
図
り
、

投
資
が
特
定
の
時
期
に
集

中
し
な
い
よ
う
平
準
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
、

民
営
化
の
波
が
今
後
、
市

民
に
押
し
寄
せ
て
く
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

公
共
施
設
が
地
域
住
民

に
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
廃

止
、
民
営
化
に
よ
っ
て
地

域
存
続
が
ど
う
な
る
の

か
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
を
ど

う
カ
バ
ー
す
る
の
か
、
市

民
の
下
か
ら
の
声
と
力
を

土
台
に
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
展
望
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

合
併
優
遇
措
置
終
了

前
提
に
新
た
な
行
革

一
方
、
市
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
は
、
合
併
の
優
遇

措
置
が

年
度
で
な
く
な

33

る
こ
と
を
前
提
に
、
新
た

な
行
財
政
改
革
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

「
組
織
・
機
構
の
見
直

し
」
で
は
具
体
的
な
７
項

目
で
、
本
所
と
地
域
庁
舎

で
業
務
を
担
っ
て
い
る
農

林
水
産
部
門
や
建
設
部
門

の
見
直
し
な
ど
。

「
事
務
事
業
の
見
直
し
」

で
は
、
民
営
化
を
進
め
る

も
の
と
し
て
①
窓
口
業
務

の
民
間
委
託
、
②
公
立
保

育
園
の
指
定
管
理
、
③
市

営
住
宅
の
管
理
代
行
・
指

定
管
理
な
ど
。

事
務
事
業
の
統
廃
合
で

は
、
①
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

契
約
一
元
化
、
②
ご
み
有

料
化
制
度
、
③
廃
止
し
た

大
網
放
牧
場
跡
地
の
貸
付

・
売
却
、
④
櫛
引
・
朝
日

の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
鶴
岡

に
統
合
な
ど
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



鶴
岡
市
総
合
計
画
審
議

会
が

月

日
、
第
一
ホ

12

26

テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の

31

実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
出
生
率

を
上
げ
る
た
め
の
大
胆
な

子
育
て
支
援
を
」、

「
若
い
人
の
定
着
の
た

め
に
所
得
水
準
を
上
げ
る

こ
と
。
既
存
の
商
業
・
製

造
業
へ
の
施
策
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
若
い
人
の
流
出
を
止

め
た
い
」、

「
食
べ
物
を
残
さ
な
い
、

捨
て
な
い
運
動
も
食
文
化

だ
」、「

婚
活
事
業
、
出
会
い

の
場
の
恒
常
化
。
学
校
給

食
の
無
料
化
を
」、

「
正
規
雇
用
者
を
増
や

す
。
特
に
女
性
の
」、

「
４
高
等
教
育
機
関
の

共
通
に
利
用
で
き
る
も
の

が
あ
っ
て
も
い
い
」
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
審
議
会
が
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
い
る
の
で
は

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。加

藤
太
一
市
議
も
委
員

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

「
公
共
施
設
の
見
直
し
」

で
は
、
①
指
定
管
理
の
導

入
で
藤
島
歴
史
公
園
、
蝦

夷
館
公
園
、
あ
つ
み
温
泉

バ
ラ
園
な
ど
、
ご
み
焼
却

施
設
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資

金
活
用
に
よ
る
社
会
資
本

整
備
）。

②
譲
渡
、
貸
付
で
は
16

施
設
を
あ
げ
、
指
定
管
理

の
朝
日
大
平(

お
お
だ
い)

地
区
の
観
光
わ
ら
び
園
・

農
業
体
験
農
園
や
、
エ
コ

タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

中
核
施
設
で
あ
る
藤
島
と

羽
黒
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の

「
ま
た
は
廃
止
」
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

国
は
交
付
税
一
本
算

定
に
よ
る
削
減
を
見
直

し
市
で
は
第
１
・
２
次
行

財
政
改
革
で
年
間
約

億
30

２
千
万
円
の
削
減
が
で
き

た
と
言
い
、
市
の
積
立
金

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・平成28年災 林道渡戸沢線災害復旧工事（添川字渡戸沢地
内）
中止

藤島庁舎入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・平成28年災 33-101鷺畑第１揚水機場災害復旧工事(繰越明
許)（鷺畑字竹の花80－1地内）（入札15業者うち6業者辞退）
三和メイテック(株) 6,580,000円（7,463,000円）

工期～5/12（落札率88.2％）
・平成28年災 33-102大揚井堰頭首工災害復旧工事(繰越明
許)（添川字川代地内）
中止

羽黒庁舎入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・平成28年災 33-2・33-103、33-5・33-107向山、東山地区
災害復旧工事（羽黒町川代字向山地内、羽黒町上野新田字
東山地内）（入札3業者）
(株)太田建設 4,690,000円（4,890,000円）

工期～3/27（落札率95.9％）
・平成28年災 33-4・33-105、33-6・33-108、33-104、中台、
中川代、上台地区災害復旧工事（羽黒町上野新田字中台、
羽黒町川代字中川代、羽黒町上野新田字上台地内）（入札3
業者うち1業者辞退）
(株)丸元建設 5,850,000円（5,910,000円）

工期～3/27（落札率99.0％）
・平成28年災 33-110笹川第四揚水機場災害復旧工事（羽黒
町荒川字鎌田地内）（入札16業者うち7業者辞退）
三和メイテック(株) 1,350,000円（1,493,000円）

工期～3/27（落札率90.4％）
・平成28年災 33-15川代山農地災害復旧工事（羽黒町川代
字川代山地内）
中止

・平成28年災 33-8東増川山農地災害復旧工事(繰越明許)（羽
黒町川代字東増川山地内）
中止

櫛引庁舎入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・平成28年災 33-112西野農道災害復旧工事（たらのき代字
西野地内）（入札4業者うち1業者辞退1業者失格）
斎藤建設(株) 4,850,000円（4,910,000円）

工期～3/27（落札率98.8％）
・平成28年災 33-16、33-17、33-18成沢、早坂地区災害復
旧工事（黒川字成沢地内、たらのき代字早坂地内）
中止

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・愛光園トイレ改修工事（藤沢字軽井沢68）（入札3業者）
(株)瀬尾工務店 4,900,000円（5,140,000円）

工期～3/21（落札率95.3％）

は
合
併
時
の
約

億
円
か

50

ら
１
５
６
億
６
４
６
７
万

円
へ
３
・

倍
に
膨
ら
ん

12

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
庁
舎
の

機
能
縮
小
の
結
果
、
周
辺

部
の
衰
退
が
加
速
さ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

国
で
は
、
合
併
で
面
積

が
広
大
に
な
っ
た
自
治
体

の
実
情
を
把
握
し
、
合
併

の
交
付
税
一
本
算
定
を
見

直
し
ま
し
た
。

交
付
税
算
定
に
、
地
域

振
興
費
や
支
所
、
消
防
費
、

小
中
学
校
費
な
ど
の
加
算

で
、
削
減
額
の

％
程
度

72

６
７
０
０
億
円
を
今
後
も

残
す
こ
と
を
決
め
て
い
ま

す
。そ

う
で
あ
る
な
ら
、
自

治
体
リ
ス
ト
ラ
で
は
な

く
、
地
域
内
分
権
を
図
っ

て
地
域
庁
舎
の
充
実
・
強

化
に
転
換
す
る
こ
と
こ
そ

必
要
で
し
ょ
う
。

「鶴岡市公共施設等総合管理計画（案）」から

鶴
岡
地
域
の
成
人
式
が

８
日
、
グ
ラ
ン
ド
・
エ
ル

サ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
人
式
に
は
９
４
０
人

の
新
成
人
の
内
７
５
９
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

加
藤
太
一
市
議
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

旧
町
村
で
夏
に
開
催
さ

れ
て
い
た
各
地
域
の
成
人

式
は
今
年
が
最
後
と
な

り
、
平
成

年
か
ら
新
文

30

化
会
館
で
全
市
統
一
で
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

開
催
期
日
は
１
月
の

「
成
人
の
日
」
の
前
日
の

午
後
に
な
り
ま
す
。
（
問

合
せ
：
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
・
電
（

）
４

57

８
６
６
）


